


東温市立小学校・保育所・幼稚園・認定こども園の状況 

１ 児童数の推移 H27～R12（予測） 

 

 平成 27 年度から令和 12 年度の間で小学校では 26.4％、幼稚園では 56.4％、認定こ

ども園では 33.7％の減少が予想されています。また、それ以降も、児童数は減少し続け

るものと想定しています。 

 

２ 施設種別ごとの児童数の内訳（R7.5.1 時点） 

〔小学校〕                                （人） 

北吉井小 南吉井小 拝志小 上林小※ 川上小 東谷小※ 西谷小※ 合計 

675 490 69 21 347 19 18 1,639 

※複式学級 

〔保育所〕                                （人） 

双葉保 南吉井保 南第二保 拝志保 上林保 川内保 合計 

143 101 84 52 休所 113 493 

 

〔幼稚園・認定こども園〕                         （人） 

重信幼 川上幼 東谷幼 西谷幼 幼稚園計 
認定こども園 

北吉井幼 

56 59 休園 3 118 84 
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小学校 保育所 幼稚園 認定こども園

人
実績 予測 



11.76%

15.69%

35.29%

27.45%

9.81%

小学校施設の建築年数の割合

30年未満 30年以上40年未満

40年以上50年未満 50年以上60年未満

60年以上

54.55%36.36%

9.09%

保育所・幼稚園・認定こども園の

主な園舎の建築年数の割合

40年以上50年未満 50年以上60年未満 60年以上

３ 学校の運営費用と小学校の校舎・体育館の経過年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会の協議内容や資料等は、市ＨＰに掲載しています。 

事前に詳細を確認したい方は、以下の二次元バーコードを読み取

り、掲載内容をご確認ください。 

(1) 小学校施設 

施設整備に関する計画で、改修工事を行

うことで鉄筋コンクリート造や鉄骨造の建

物は建築後 80年まで、使用することがで

きます。 

しかし、施設の整備に係る経費は、年々

増高傾向にあり、令和 5年度の小学校の運

営費約 3億 4千 4 百万円のうち、8千 8百

万円が施設整備等に係る経費となっていま

す。（一般財源ベース） 

(2) 保育所・幼稚園・認定こども園施設 

保育所・幼稚園・認定こども園の建物に

ついては、幼児教育や保育のニーズに合わ

せて建物の増築や改修を繰り返してきまし

た。 

主だった園舎等は建築から相当の年数が

経過しているため、老朽化が著しく、施設

整備の計画においても近く改築時期が到来

することとなります。 

【お問い合わせ先】 

東温市学校等の在り方検討委員会 

（事務局：教育委員会 学校教育課） 

TEL： 089-964-4420 

FAX: 089-964-4449 

MAIL: gakkokyoiku@city.toon.lg.jp 

＜東温市ＨＰへ＞ 

mailto:gakkokyoiku@city.toon.lg.jp
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問１ 年齢を教えてください。 

１．１８歳～１９歳  ２．２０歳代  ３．３０歳代  ４．４０歳代 

５．５０歳代     ６．６０歳以上 

 

問２ お住まいの小学校区はどこですか。 

１．北吉井校区  ２．南吉井校区  ３．拝志校区  ４．上林校区 

 ５．川上校区   ６．東谷校区   ７．西谷校区 

 

問３ 今後、児童数が減少していく中で、小学校再編（統廃合）は必要だと思い

ますか。 

 １．直ちに必要だと思う 

２．全校児童数が一定の人数を下回った場合は必要だと思う 

（２を選択した方は、問３－２を回答してください。） 

３．全校児童数が極めて少なくなっても必要ないと思う 

（問３で「２」を選択した方のみ回答してください。） 

問３－２ 全校児童数が、どの程度の人数を下回った場合、小学校再編（統廃合）

が必要だと思いますか。 

人 

 

【対 象 者】１８歳以上の東温市民の方 

（保護者アンケート対象の方を除く） 

【配布方法】郵送 

【周知方法】広報とうおん、市ホームページ 
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問４ 問３の回答の理由をお聞かせください。（２つまで選択可） 

１．児童同士の切磋琢磨や、クラス替えなどにより、多様な人間関係を築く 

   機会を得ることができる 

２．多様な専門性を持つ教員（体育、音楽、外国語等の教科を専門的に担当

する教員）が配置されやすいため、児童の理解や学びをより深めること

ができる（可能性が高い） 

３．集団での行事が増え、社会性や協調性を育むことができる 

４．ＰＴＡ活動等において、保護者の役割を分散できる 

５．ずっと同じクラスの友達と相互の関係が深まる 

６．異学年間の交流が生まれ、学年を超えた友達ができる 

７．児童一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導ができる 

８．保護者や地域との連携が図りやすい 

９．再編（統廃合）で近くの学校が無くなると通学に関する負担が大きい 

10．その他（自由記述） 
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問５ 小学校の再編（統廃合）を行う場合、どのような点が懸念されますか。（２

つまで選択可） 

１．子どもたちの通学距離 

２．子どもたちの教育環境の変化 

（学級規模の変化、新たな人間関係等への適応など） 

３．学校の伝統等の喪失  

４．地域コミュニティの衰退  

５．その他（自由記述） 

 

 

 

 

 

問６ 仮に小学校再編（統廃合）が決まった場合、どのくらいの移行期間を設け

ることが適当だと思いますか。 

１．１～２年 

２．３～４年 

３．５～６年 

４．再編（統廃合）の検討を発表した時点における対象校の在学児童が卒業

するまで 

５．その他（自由記述） 
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問７ 小学校の再編（統廃合）を行う場合、どのような対応が必要だと思います

か。（２つまで選択可） 

１．児童の通学環境を整備するための対応 

・スクールバスの導入 

・見守り体制の強化など通学路の安全確保 

・警察との連携による登下校時パトロールの強化 等 

２．児童にとっての環境の激変を緩和するための対応 

  ・学校間で異なるルールの調整 

・小規模校出身の児童が活躍できる場の設定 

・スクールソーシャルワーカーの配置など、相談支援体制の充実 等 

３．特別な支援が必要な児童への対応 

・障がいのある児童への支援方法の検討 等 

４．地域と学校の関係希薄化を防ぐための対応 

・統合対象地区との連携担当教職員を配置する 

・統合対象地区の行事と連携した学校行事を実施する 等 

５．保護者や地域住民の理解を得るための対応 

  ・保護者（住民）説明会を開催する 

  ・ＰＴＡ同士の交流会を実施する 等 

６．その他（自由記述） 
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問８ 保育所・幼稚園・認定こども園は、利用者数３人未満で休所・休園措置を

取っており、現在２施設が休所・休園しています。 

休所・休園が、どのくらいの期間続いたとき、施設の廃止（統廃合）を進

めるべきだと思いますか。 

年 

 

問９ その他ご意見がございましたら、ご記入ください。 

 自由記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


